





















調査対象としたツボスミレ集団は，山形県天童市山元(北緯 380 21' 53" ， 
東経 1400 24' 7" ，標高 150m)，山形県西村山郡西川町大井沢(北緯380 24' 
3V，東経 1390 59' 29" ，標高 420m)，宮城県栗原市伊豆沼(北緯 380 42' 
5U，東経 1410 4' 25" ，標高 10m)，福島県西白河郡中島村滑津(北緯370 8' 
50p，東経 1400 22' 5" ，標高 280m)の計4集団である。
2010年 4月-5月にかけて，これら 4集団から計 59個体の開放花を採集し，









計測は， Bal1ard and Wujek (1994)の方法を参考に，次のように行った。葉身と葉
柄の接合部を中心とし，この中心と葉身先端を結ぶ線を基準 (00 )として，こ
の基準線を含んで、時計回りに中心の角度 300 刻み(00 ，300 ，600 ，900 ，1200 ， 





z-スコアに変換し，主成分分析を行った。主成分分析には R v.2.12.1 (R 
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ツボスミレの変種のうち，アギスミレ (v.v. vぽ• semilunaris Maxim.)及びヒメ
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